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  高温GPC測定における溶離液の選択

      
      ～ オルトジクロロベンゼン（ODCB）とトリクロロベンゼン（TCB）の比較 ～    

    


        概要

高温GPCの溶離液は、一般的にオルトジクロロベンゼン（ODCB）あるいは1,2,4-トリクロロベンゼンが（TCB）使用されます。溶離液にODCBとTCBを使用して測定した結果を紹介します。

今回使用した高温GPC装置の外観を図１に、測定条件を表１に示します。
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				図１．高温GPC装置の外観
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分析事例

高温GPCによるポリエチレン（NIST　SRM 1475）の測定結果を図２に示します。


[image: ]図２．高温GPCによるポリエチレン（NIST　SRM 1475）のクロマトグラム

溶離液 ： (a) ODCB、(b) TCB

TCBの方がODCBよりもポリエチレンとの屈折率の差が大きいため、高感度（約1.5倍）で測定できることがわかります。より高感度で精度よく測定するには、TCBでの測定を推奨致します。
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            高分子材料、プラスチック、樹脂、ゴム
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      関連技術資料

    

    	
          
    高温GPC測定における信頼性検証 ～ 加熱保持時間の影響 ～  
        
	
          
    高分子レオロジー2 ～ｚ平均分子量の影響2　定常状態コンプライアンス～  
        
	
          
    高分子レオロジー1 ～ｚ平均分子量の影響1　零せん断粘度～  
        
	
          
    高分子材料の劣化評価(2) 表面近傍の分子量測定  
        
	
          
    高分子材料の劣化評価(1) ポリプロピレンの引張特性と分子量の関係  
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				関連する分析装置

				 
					
    高温GPC(SEC)装置 ～ポリエチレン，ポリプロピレン等のポリオレフィンの分子量分布分析～
    超高温GPC(SEC)装置
    GPC(SEC)-FTIR装置（溶媒蒸発型）
    各種GPCと検出器の適用				
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ご質問・ご依頼はこちら
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					CONTACTぜひ、お問い合わせください

					弊社の分析技術について、納期やコストについてご検討の方は、
お問い合わせフォームより問い合わせください。
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